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講師プロ フ ィ ー ル

彬子女王殿下 (寛仁親王殿下第 一

女子)

演題 : 敵 地＼をつなぐ

寛仁親王殿下の第
一

女子として誕生｡ 学習院大学を卒業後, オ ック ス フォ
ー ド大学マ

ー トン ･

コ レ ッジに留学｡ 日本美術を専攻し, 海外に流出した日本美術に関する調査 ･ 研究を行い,

平成2 2 年に博士号を取得された｡ 女性皇族として博士号の取得は史上初の ことである｡

平成2 6 年 1 2 月まで, 慈照寺研修道場に勤務され, 国際交流プロ ジ ェ クトにもご参力払

平成2 4 年 4 月から平成2 6 年 3 月まで, 立命館大学衣笠繚合研究機構客員唯事授として

勤務された｡

現在, 京都産業大学日本文化研究所に研究員として ご勤務, 京都市立芸術大学芸術資源研究

セ ンタ ー の客員教陵及び特別招碑研究員, 立命館大学衣笠総合研究機構客員協力研究員, 法

政大学国際日本学研究所客員所員に就任されてい る｡

大学関係の ほかは
,
日本 ･ トル コ協会総裁, 公益社団法人日本職業ス キ

ー

教師協会総艶 中

近東文化セ ンタ
ー

総裁にも就任され 各地方 へ の御公務のお成りも含めて精力的に活動され

て い る｡

また, 子どもたちに日本文化を伝えるために ご自身で
一

般社団法人 ｢心酔舎｣ 朗U設, 総裁に就任され, 全国各地で

ワ ー

ク シ ョ ッ プなどを行われてい る｡ 近著に留学当時の出来事を綴っ た ｢赤と青のガウン オ ックス フォ ー ド留学記｣ ( P

H P 研究所) ｣ がある｡ 心酔舎ホ
ー ム ペ ー

ジア ドレ ス b 仕び〟血 血 乱i〟

志伯暁子様 ( フリ ー アナウンサ
ー ･ 企業研修講師)

【志伯暁子さんと癒しの朗読会による朗読ライブ】

言葉と声のおくりもの ～ いのちの輝きに寄せて ～

仙台市生まれ｡ 高校時代､ ニ ッポン放送でア マ チ ュ ア DJ として注目され大学時代から
レギ ュ ラ ー 番組多数｡ 東北学院大学卒業後はフリ ー

アナウンサ ー として東北放送を中心に

自宅で家族の介護をしながら地元でテ レビ､ ラジオとも多数の番組を 担当｡ 平成9 年､ 県内

初コ ミ ュ ニティ放送ラジオ 3 の立ち上研こ加わり､ 1 50 名に及ぶ市民ボランティアを青嵐
平成9 年､ 天皇皇后両陛下をお迎えしての全国植樹祭､ 平成1 0 年 江沢民中国国家主席歓迎

夕食会の司会も担当｡ ありのまま舎とは､ 亡き山田富也氏ご指導のもと､ 式典､ イ ベ ン トで
の司会や ｢ ドンパ ックの世界｣ では､ 亡き山田秀人氏と朗読で共演､ 卸 年以上のお付き合い

頂いて いる｡
一 方､ アナウンサ

ー としての情動の他､
企業 ･ 教育界 ･ 個人を対象にコ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン､ 話 し方､ マナ
ー 等の研修講師として 訓 年精勤､ その中から誕生 した朗読講座

では､ ビジネス マ ンの方々 へ ｢個声｣ を活か し作品を読む楽しみを伝えて いる｡
日本交流分析協会交流分析士イン ス トラクタ

ー
･ 社団法人パフ ォ

ー

マ ン ス教育協会認定パフォ
ー

マ ン ス カウンセラ
ー

･

社団法人ア ンガ
ー

マ ネジメン トシ ニア ファ シリテ
一 夕 一

癖しの朗読会
志伯様の主宰する朗読講座の ビジネス ウ

ー

マ ン のメンバ
ー

で作られた会｡ 思い を伝える作品を朗読することで ､ 疲れた
心と体を癒や して頂けたらという願いを込 めて ､ 平成1 7 年 より ｢朗読ライブ ～ 言葉と声の贈りもの ～

｣ を開催､ 朗読と音
楽､ 映像とも合わせた世界を作り上げて いる｡ 東日本大震災以降は､ 関連の作品も取り上げ､ 震災を風化させない よう伝
えると共に､ 津波遺児の方々 へ の募金活動も行っ ている｡




